
平成　　年度科学研究費助成事業　実績報告書（研究実績報告書）

様　式　Ｚ－７

２ ４ ６ ８ ８ ０ ０ １

１ ４ ６ ０ ３

バイオサイエンス研究科

若手研究(A)

  ２版

研究期間 平成 ２６年度～平成２４ 年度

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 フロリゲン活性化複合体の形成メカニズムの解明と開花調節への応用

7. 研究代表者

４ ０ ４ ３ ７ ５ １ ２

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
ツジ　ヒロユキ

辻　寛之
助教

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

　フロリゲンは移動性の花成促進シグナルであり、今日ではその正体がFT/Hd3aタンパク質であることが明らかにされている。イネで
は、Hd3aは葉で発現した後、翻訳産物が茎の先端（茎頂メリステム）まで長距離輸送されて花芽分化を開始させる。茎頂の細胞に到達
したHd3aは細胞質で受容体である14-3-3と相互作用し、さらに核移行して転写因子OsFD1と相互作用することで「フロリゲン活性化複
合体」を形成する。この複合体が遺伝子発現を活性化し、花芽分化を開始させる。これらが明らかとなった次の重要な問題は、この複
合体がメリステム内でどのように形成されるのか、また細胞内でどのように形成されるのかなどという点である。本研究では独自に開
発したフロリゲンのイメージング技術を駆使してこの問題を解明することを目的とした。
　はじめにHd3a-GFPを自身のプロモーターで発現するイネの詳細な観察を行った。その結果、14-3-3及びOsFD1はメリステムですでに
発現しており、そこにHd3aが到達することで花成が誘導されることが明らかとなった。さらに観察を継続した結果、Hd3aは花成の後も
メリステムへ供給され続け、花序の構造も制御することが分かった。次いで、新規な転写因子OsFD2を単離して機能解析を行った。OsF
D2はOsFD1の代わりに14-3-3と結合することで複合体を形成できる。OsFD2による複合体形成過程をイメージングした結果、OsFD1とは
異なるメカニズムで核内に形成されることが明らかとなった。さらに機能解析の結果、複合体にOsFD1が結合すると花成促進機能が、O
sFD2が結合すると葉の発生を制御する機能が発揮されることが分かった。
　これらの結果から、メリステムにおけるフロリゲン複合体の形成過程が明らかになったとともに、複合体の転写因子変換による多機
能性のメカニズムが明らかとなった。
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